































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学史上のタブーとなっていた。60 年代もしくは 70 年代から、イェール大学夏志清教
授の論文により、彼女は再び注目されるようになった。「中国近代小説家の中にあって、
張愛玲は魯迅と同様に重要である」と夏氏は評価している（『現代中国小説史』〔原著：





















『二十世紀』という月刊英語雑誌（“Demons and Fairies [Beliefs of Chinese people[s]]”
THE XXth CENRURY, vol.V,no.6,Shanghai,December,1943,pp.421-429. ）に掲載された。
張は、他にも「更衣記」「洋人看京劇及其他」等を英語でこの雑誌に発表していた
（呂澍・王維江《上海的德国文化地图》上海錦綉文章出版社 2011 年 p.109、THE XXth 
CENRURY 原文は http://libweb.hawaii.edu/libdept/russian/XX/index.html 参照）。後に、自
ら中国語に翻訳し、1944 年、上海にあった月刊誌『天地』に三回に分けて（第十一
期八月、第十二期九月、第十三期十月）発表された（本翻訳はそれを再録した張著
作集諸本に拠っている）。
　「中国人の宗教」冒頭にあるように、これは外国人のために書かれた教科書のよう
なエッセイである。学術的で厳密な研究論文ではなく、完全に彼女の自分自身の思
うところを記しているのであるが、中国人の宗教に対する一般通念をよく捉えて表
現している。「宗教」という意識そのものが非中国的であること、換言すれば、「宗教」
概念の極めて西欧的性格もよく看取しており、実に卓越したエッセイであると判断
し、このように翻訳した次第である。（徐青記）
中国人の宗教（解題）：
